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 ８日（水）校長講話がありました。今回は「ものの見方，考え方」について，校長先生から問いかけがありました。   

すべては言葉が決めているという人もいます。見えているものをどのような言葉で表せるのか。それこそが学ぶことの本当の

意味なのかもしれませんね。 

 

 

 

 今年度２回目の「そばランチ」が実施されました。コロナ禍で実施が危惧されま

したが、感染対策を踏まえた座席配置をはじめ、万全な受け入れ準備をしていた

だき、生徒にとって楽しく、思い出に残る時間となりました。 

 最後の「そばランチ」だった 3 年

生の生徒からは，「もう『そばラン

チ』を食べられないと思うとさみし

いけど、このようなランチを実施し

てくださる下條村に感謝の気持ち

を持ちたい」と感想がありました。 また，今回は３年生が総合的な学習の

時間に取り組んだ，下條産食材を使ったアレンジレシピとのコラボメニュー

「から蕎麦サラダ」も提供されました。味もなかなか好評でした。こうやって学

習の成果を実際に形にしていただけたことに感謝を申し上げます。 

 

「長所と短所」  ＝２月 校長講話より＝ 

「そばランチ」 =全校生徒･職員で「下條の味」を満喫しました= 

～以下，講話より～ 

「長所と短所」 

人のダメな部分ばかりが気になってしまう人がいます。 

人のいいところにも目を向けられるようになりたいものです。 

いいところのことを長所，ダメなところを短所とか欠点とか言い 

ますね。今日はその長所と短所のお話をします。 

さて，２つの円を示しました。どっちが気になりますか。そう 

ですね。この空いている部分に目が行き，気になりますよね。 

この欠けている部分が，人で言うと「欠点」・短所ということに

なろうかと思います。人はつい短所（欠点）に目を向けがちですよね。気になりますから。かく言うわたしもそうです。で

も，人は誰だって短所を持っているものなのです。 

その短所にばかり目を向けて「あの人は口うるさいからイヤだ」「あの人は自分勝手だからイヤだ」と，周りに文句ばかり

言いながら生きていくのか。それとも見方を変え，『口うるさい』を「あの人は細かいところにまで目が届いてすごい」，『自

分勝手』を「あの人は自分の考えをちゃんと主張できて立派だ」と，それらを長所としてとらえて目を向けていくのか。どのよ

うに人を見るかは，結局自分次第です。あなたは人の長所と短所について，どのようにとらえ，どちらに目を向けて生き

ていきますか。みなさんは普段どのような見方をしているでしょうか。 
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家庭科の授業では，コロナ禍でずっと控えてきた調理実習を久々に行いました。

１年生はハンバーグ作りです。下ごしらえから自分たちの手で行う様子からは，これ

までの調理経験の少なさが現れていて，こう

いう実体験をもっとたくさんさせてあげたいと思

いました。ALT のイヴァニェズ先生は，アメリカ

では小中高通して調理実習をしたことはない

そうで，カリキュラム自体にとても驚いていたの

と同時に，すばらしい体験だと絶賛していました。生徒たちはなんとか調理を終え，

盛り付けも終わり，一口食べたら…「うちのよりおいしい！」との声が聞こえてきました。 

 

 

  学習用タブレット端末の持ち帰りが日常となり利用が進んできました。オンライン授業やクラウドを

利用した課題配信、オンラインでの学級活動等が日常的に行われ，学習ツールとして活用してい

ます。一方で家庭へ持ち帰ることで利用の仕方や使用時間等に課題があるというご意見をいただき

ました。各家庭での使用状況はいかがでしょうか。 

 このような課題が出てくることは当初から予想されていました。一人一台の端末が貸与された背景には国の施策である

GIGA スクール構想があるわけですが，家庭での使用の仕方については，ご家庭でお子さんとよく話をしていただき，ルー

ル（時間，使用の仕方）についての確認をお願いします。実情によっては持ち帰りをやめ，学校に保管しておくこともでき

ますので必要に応じてご相談ください。また機器の取り扱いについても破損・紛失のないように十分気をつけてください。 

 

 

 下條中学校では今年度も「非違行為防止研修」に取り組み、信頼される学校づくりに努めてきました。引き続き努力

してまいります。また、県教育委員会では、「体罰に関する相談窓口」を以下のように設けています。封書、電話、FAX、

メール等で相談できますので、必要に応じてご活用ください。 

【宛先】 長野県教育委員会義務教育課 「体罰に関する相談窓口」 宛 

【住所】 〒380-8570 長野市南長野幅下 692-2  【TEL】 026-235-7426 (直通)  【FAX】 026-235-7494 

【E-mail】 taibatsu-sodan@pref.nagano.lg.jp 

 

 

3/2(木) PTA 引継ぎ会 

3/4(土) 数学検定 

3/7(火) 後期選抜➀  1･2 年校内体育大会 

3/8(水) 後期選抜② 

3/9(木) 3 年クラスマッチ 

3/13(月) 3 年生を送る会 

3/15(水) 3 学期終業式 

3/16(木) 卒業証書授与式  離任式 

3/17(金) 後期選抜合格発表 

3/17(金)-4/5(水) 春休み <年度末･年度始め休業> 

3/20(月) 一日村長 <生徒会本部> 

3/30(木) 1･2 年生準備登校日 

 

 

 毎朝の LEBER への入力を引き続きお願いします。卒業式，年度末に向けて健康管理をお願いします。行事等におけるマスク

の着用については国および県の指針をうけて検討中です。おってお知らせいたします。 

3 月の主な予定 

家庭における学習用タブレット端末の使用について 

年度末・卒業式に向けて 

県教育委員会による「体罰に関する相談窓口」について 

【3 月の体育館貸与に関して】 

 3 月は卒業式の準備、入学式の

準備のため、下記の期間は貸出が

できません。事情をご理解いただ

き、ご協力をお願いいたします。 

=使用できない期間= 

･3/13(月)～3/16(木) 

･3/30(木)～4/5(水) 

家庭科（１年生）  ＝ 調理実習が再開されました ＝ 


